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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基台のブラシ面から突出する複数の突起を備えた頭皮用ブラシであって、
　前記複数の突起のうちの全部又は一部の突起が、エラストマーからなる軟質部及び該軟
質部を構成するエラストマーより硬い合成樹脂からなる硬質部を備えた基部と、該基部よ
り先端側を構成する、エラストマーからなる上方軟質部とを備えた突起であり、
　前記基部は、外周面の周方向に、前記軟質部が露出した第１表面と前記硬質部が露出し
た第２表面とを交互に有しており、
　前記基部の前記軟質部を構成するエラストマーと前記上方軟質部を構成するエラストマ
ーとが、突起の表面において連続している、頭皮用ブラシ。
【請求項２】
　前記基部の横断面において、該基部の周長より前記硬質部の周長が長い、請求項１に記
載の頭皮用ブラシ。
【請求項３】
　前記基部は、その横断面内に単一の硬質部を有し、該基部の外周面に存在する前記第２
表面の総てが、該硬質部の一部からなる、請求項１又は２に記載の頭皮用ブラシ。
【請求項４】
　前記基部の横断面において、前記硬質部が３本以上の対称軸に関して線対称の形状を有
している、請求項１～３の何れか１項に記載の頭皮用ブラシ。
【請求項５】
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　前記複数の突起は、前記ブラシ面に、該突起が一方向に沿って所定間隔で直列した突起
列を該一方向と直交する直交方向に複数列形成しており、
　前記複数の突起のそれぞれは、前記基部の外周面における前記一方向に沿う部位に、前
記第２表面を有している、請求項１～４の何れか１項に記載の頭皮用ブラシ。
【請求項６】
　複数の前記突起が所定間隔で直列した突起列を、前記一方向及び前記直交方向の両方向
に有しており、
　前記複数の突起のそれぞれは、前記基部の外周面における前記一方向に沿う部位及び前
記直交方向に沿う部位のそれぞれに、前記第２表面を有している、請求項５に記載の頭皮
用ブラシ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、頭皮の洗浄やマッサージを行うための頭皮用ブラシに関する。
【背景技術】
【０００２】
　頭皮の洗浄やマッサージを行うための頭皮用ブラシとして、ブラシ面から突出する突起
を、エラストマーを用いて形成したものが種々提案されている。
　例えば、本出願人も、エラストマーからなる突起として、先端部分に複数の小突起を有
する皮脂掻き出し用の突起や、先端部分の小突起を有しないマッサージ用の突起を設けた
頭皮用ブラシを提案している（特許文献１参照）。
【０００３】
　また、特許文献２には、芯部と該芯部の周面を被覆する被覆筒部と、これらの各先端を
覆う摩擦用端部を有するマッサージ用突起を備えたマッサージ用ブラシであって、芯部、
被覆筒部及び摩擦用端部がエラストマー等の柔軟な材料からなるものが記載されている。
　また、頭皮用ブラシに設ける突起を、硬さの異なる複数の材料から形成することも提案
されており、特許文献３には、洗髪用ブラシに、硬質の芯部と該芯部を外周面から先端面
に亘って覆うエラストマー製の被覆体からなる可撓性のマッサージ用突起を設けることが
記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－４５７０６号公報
【特許文献２】特開２０１３－４８７５６号公報
【特許文献３】特開２０１３－４８７８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に記載の頭皮用ブラシのように、ブラシ面から突出する突起の全体がエラス
トマーからなると、髪の梳き性、即ち髪を梳かしたときの滑り性が悪くなり易い。また、
特許文献３のように、突起の硬質の芯部の外周面及び先端面の全体がエラストマーで被覆
されている場合も、同様に髪の梳き性が悪くなる。
　これに対して、突起の全体を、プラスチックで形成した場合には、頭皮に対する刺激が
強くなり過ぎ易い。
【０００６】
　そこで、本発明者らは、突起の基部の芯部及び該基部より先端側をエラストマーから形
成する一方、該芯部の周囲を、該芯部より硬い材料からなる筒状の被覆部で被腹すること
を検討したが、その場合には、筒状の被覆部の上端の位置でエラストマーに亀裂が生じ易
くなることが判明した。なお、特許文献２の技術は、芯部及び被覆筒部の一方と摩擦用端
部とを第１の色彩の材料から形成し、芯部及び被覆筒部の他方を第１の材料とは異なる色
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彩の第２の色彩の材料から形成することで、摩耗による色彩の変化により商品の適切な交
換時期を判り易く表示する技術であり、特許文献２には、髪の梳き性の改善については何
ら言及されていない。
【０００７】
　従って、本発明の課題は、髪の梳き性に優れるとともに、頭皮に与える感触も良好であ
る頭皮用ブラシを提供することに関する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、基台のブラシ面から突出する複数の突起を備えた頭皮用ブラシであって、前
記複数の突起のうちの全部又は一部の突起が、エラストマーからなる軟質部及び該軟質部
を構成するエラストマーより硬い合成樹脂からなる硬質部を備えた基部と、該基部より先
端側を構成する、エラストマーからなる上方軟質部とを備えた突起であり、前記基部は、
外周面の周方向に、前記軟質部が露出した第１表面と前記硬質部が露出した第２表面とを
交互に有しており、前記基部の前記軟質部を構成するエラストマーと前記上方軟質部を構
成するエラストマーとが、突起の表面において連続している、頭皮用ブラシを提供するも
のである。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の頭皮用ブラシは、髪の梳き性に優れるとともに、頭皮に与える感触も良好であ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、本発明の一実施形態に係る頭皮用ブラシの斜視図である。
【図２】図２は、図１に示す頭皮用ブラシのブラシ面を示す平面図である。
【図３】図３は、図２のＩＩ－ＩＩ線に沿う断面図である。
【図４】図４は、図１に示す頭皮用ブラシの第１突起の斜視図である。
【図５】図５（ａ）は、図４に示す第１突起の平面図、図５（ｂ）は、図４に示す第１突
起の基部の横断面図、図５（ｃ）は、図５（ｂ）に示す横断面図の硬質部部分のみを抜粋
して示す硬質部の長さの説明図である。
【図６】図４は、図１に示す頭皮用ブラシの第２突起の斜視図である。
【図７】図７（ａ）は、図４に示す第１突起又は第２突起の基部の横断面図を示す図であ
り、図７（ｂ）～図７（ｆ）は、２本以上の対称軸に関して線対称の形状を有する硬質部
を有する基部の他の例を示す、図７（ａ）相当図である。
【図８】図８は、図４のＩＩＩ－ＩＩＩ線断面図である。
【図９】図９は、本発明の第２実施形態の頭皮用ブラシに設ける第３突起を示す斜視図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明をその好ましい実施形態に基づいて説明する。
　本発明の第１実施形態の頭皮用ブラシ１０は、頭皮の洗浄及びマッサージ用に適した頭
皮用ブラシであり、図１及び図２に示すように、把持部１１を有する基台１２のブラシ面
１３に、複数の第１突起１４及び複数の第２突起１９が突設されてなる。ブラシ面１３は
、基台１２における、頭皮用ブラシ１０の使用時に頭部の肌側に向けられる面である。
【００１２】
　頭皮用ブラシ１０（以降、単にブラシ１０とも称す。）は、例えば洗髪や毛髪の手入れ
を行う際に、把持部１１を指の間に挟み込み、ブラシ面１３とは反対側の基台１２の上面
に手の平を密着させて、当該上面を覆うようにしながらブラシ１０を把持し、ブラシ面１
３から突出する複数種類の突起１４，１５の先端部分を頭皮に押し当てた状態で、毛髪を
掻き分けるようにしつつブラシ１０を動かして用いる。そして、必要に応じて頭皮や毛髪
に塗布した洗浄剤、ヘアケア剤、化粧料等の作用と相俟って、皮脂の除去や毛穴の洗浄を
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効率良く行えるようにすると共に、優れたマッサージ効果が得られるようにするものであ
る。
【００１３】
　本実施形態における第１突起１４は、図４及び図５（ｂ）に示すように、エラストマー
からなる軟質部１６及び該軟質部１６を構成するエラストマーより硬い合成樹脂からなる
硬質部１７を備えた基部１５と、該基部１５より先端側を構成する、エラストマーからな
る上方軟質部１８とを備えている。
　本実施形態における第１突起１４の基部１５は、図４に示すように、略円柱状をなして
いる。また、図５（ｂ）に示すように、基部１５の硬質部１７は、基部１５の横断面にお
いて中央部に位置する中央軸部１７ａと、該中央軸部１７ａから基部１５の外周面に向か
って延びる４つの延出部１７ｂとを有しており、全体として十字状の横断面形状を有して
いる。また、その硬質部１７における、基部１５の周方向において互いに隣り合う総ての
延出部１７ｂ間に、エラストマーからなる軟質部１６を有している。本実施形態において
は、隣り合う延出部１７ｂ間に位置する軟質部１６は、図５（ｂ）に示すように、扇形の
横断面形状を有している。硬質部１７の中央軸部１７ａ、４つの延出部１７ｂ、及び延出
部１７ｂ間の軟質部１６は、それぞれ、第１突起１４の高さ方向Ｚに沿って延びている。
　第１突起１４においては、図１及び図４に示すように、基部１５の軟質部１６を構成す
るエラストマーと、上方軟質部１８を構成するエラストマーとが、突起１４の表面におい
て連続している。より詳細には、第１突起１４における基部１５の軟質部１６と上方軟質
部１８とは同一のエラストマー材料を用いて一体成形されており、十字状の横断面形状を
有する硬質部１７における互いに隣り合う延出部１７ｂ間に位置する軟質部１６は、その
上方が上方軟質部１８と連続している。
【００１４】
　硬質部１７における４つの延出部１７ｂそれぞれの先端は、基部１５の外周面に達して
おり、基部１５の外周面に、硬質部１７が露出した第２表面１７ｓを形成している。４つ
の延出部１７ｂそれぞれの第２表面１７ｓは、幅方向Ｘ及び長手方向Ｙに沿う位置（４箇
所）で外周面に露出している。他方、基部１５の外周面における、周方向に隣り合う第２
表面１７ｓ間の領域は、エラストマーからなる軟質部１６が露出した第１表面１６ｓとな
っている。即ち、基部１５は、外周面に、エラストマーからなる軟質部１６が露出した第
１表面１６ｓと、軟質部１６を構成するエラストマーより硬い合成樹脂からなる硬質部１
７が露出した第２表面１７ｓとを周方向に交互に有している。
【００１５】
　図４及び図５（ａ）に示すように、第１突起１４の、基部１５より先端側（突起１４の
先端側）は、エラストマーからなる上方軟質部１８となっている。
　より具体的に説明すると、第１突起１４は、上方軟質部１８が、横断面形状が偏平な形
状である中間偏平部１８ａと、中間偏平部１８ａの上端部１８ｂから更に上方に突出する
複数本の先端突起１８ｃとを備えている。複数本の先端突起１８ｃは、中間偏平部１８ａ
の偏平な横断面形状の長軸方向Ｘ’に並んだ状態に設けられている。第１突起１４は、毛
穴の洗浄効果を高めることを主目的に設けられている。
　中間偏平部１８ａの横断面形状は、例えば長円状あるいは楕円状である。中間偏平部１
８ａの偏平の程度は、中間偏平部１８ａの高さ方向中央部において、例えば、長軸の長さ
Ｌａが、短軸Ｌｂの長さの１．５倍以上１０倍以下であり、好ましくは２倍以上７倍以下
である〔図５（ａ）参照〕。
　本実施形態における先端突起１８ｃは、先端部が半球状の凸曲面状とされた錐体状、よ
り具体的には先端部が半球状の凸曲面状とされた円錐状に形成されている。また、本実施
形態では、個々の第１突起１４に、それぞれ２本の先端突起１８ｃが設けられているが、
第１突起１４に設ける先端突起１８ｃの本数は２本に代えて３本又は３本以上とすること
もできる。
【００１６】
　本実施形態の頭皮用ブラシ１０における第２突起１９について説明する。第２突起１９
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は、図６に示すように、第１突起１４の基部１５と同様の構成を有する基部１５Ａと、該
基部１５Ａより先端側を構成する、エラストマーからなる上方軟質部２０とを備えている
。第１突起１４の基部１５に関して上述した説明は、第２突起１９の基部１５Ａにも同様
に適用される。
　第２突起１９における、上方軟質部２０は、基部１５の軟質部１６と同様のエラストマ
ーからなり、先端部２０ａが半球状の凸曲面状とされた円錐状の形状を有している。第２
突起１９は、凸曲面状の先端部２０ａの直径Ｒａが、例えば、突起１９の根元部における
直径の１％以上５０％以下であり、好ましくは１％以上３０％以下である。第２突起１９
は、頭皮のマッサージ効果を高めることを主目的に設けられている。
【００１７】
　第２突起１９においては、図６に示すように、基部１５Ａの軟質部１６を構成するエラ
ストマーと、上方軟質部２０を構成するエラストマーとが、突起１９の表面において連続
している。より詳細には、第２突起１９における基部１５Ａの軟質部１６と上方軟質部２
０とは同一のエラストマー材料を用いて一体成形されており、十字状の横断面形状を有す
る硬質部１７における互いに隣り合う延出部１７ｂ間に位置する軟質部１６は、その上方
が上方軟質部２０と連続している。
【００１８】
　本実施形態の頭皮用ブラシ１０のブラシ面１３は、図２に示すように、第１突起１４の
中間偏平部１８ａの長軸方向Ｘ’に対応するブラシ面の幅方向Ｘと、第１突起１４の中間
偏平部１８ａの短軸方向Ｙ’に対応するブラシ面の長手方向Ｙと、を有している。複数の
第１突起１４及び複数の第２突起１９が、ブラシ面１３の長手方向Ｙに沿った第１突起列
Ｒ１４及び第２突起列Ｒ１９を形成している。また、第１突起列Ｒ１４及び第２突起列Ｒ
１９は、ブラシ面１３の幅方向Ｘに交互に形成されている。
【００１９】
　第１実施形態の頭皮用ブラシ１０を使用する際には、例えば把持部１１を指の間に挟み
込み、ブラシ面１３とは反対側の基台１２の上面に手の平を密着させて、当該上面を覆う
ようにしてブラシ１０を把持し、ブラシ面１３から突出する第１突起１４及び第２突起１
９を頭皮に押し当てた状態でブラシ１０を、例えば、幅方向Ｘに動かし、必要に応じて洗
浄剤、ヘアケア剤、化粧料等を頭皮や毛髪に塗布しつつ、洗髪や毛髪の手入れを行う。な
おブラシ面１３は、髪の梳き性の観点から、硬質材で構成することが好ましい。
【００２０】
　本実施形態の頭皮用ブラシ１０においては、ブラシ面１３から突出する、第１突起１４
及び第２突起１９（以下、これらを纏めて多材料突起ともいう）が、基部１５，１５Ａに
、エラストマーからなる軟質部１６が露出した第１表面１６ｓと、該エラストマーより硬
い合成樹脂からなる硬質部１７が露出した第２表面１７ｓとを周方向に交互に有するため
、全体がエラストマーからなる突起のみを設けた場合に比べて、突起と髪との間の摩擦を
低減することができ、髪を梳かしたときの滑り性（髪の梳き性）が向上する。
　しかも、多材料突起１４，１９が、エラストマーからなる上方軟質部１８，２０を有す
るため、突起が頭皮に当る感触が適度に柔らかく、頭皮に与える感触も良好である。
　更に、多材料突起１４，１９の表面において、基部１５，１５Ａの軟質部１６を構成す
るエラストマーと上方軟質部１８，２０を構成するエラストマーとが連続しており、軟質
部１６からなる第１表面１６ｓとその上方に位置する上方軟質部１８とが連続しているた
め、硬質部１７からなる第２表面１７ｓとその上方に位置する上方軟質部１８とが剥離し
難い。第２表面１７ｓと上方軟質部１８との間の剥離防止を防止することは、ブラシ１０
の使用耐久性が向上するとともに、ブラシ１０の使用時に硬質部１７で頭皮を傷つけるこ
となく安心して使用できる利点がある。
【００２１】
　髪の梳き性の向上の観点から、第２表面１７ｓは、基部１５の外周面の周方向における
長さが、第１表面１６ｓの同長さの、好ましくは１５％以上、より好ましくは３０％以上
であり、また好ましくは８０％以下、より好ましくは７０％以下であり、また好ましくは
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１５％以上８０％以下、より好ましくは３０％以上７０％以下である。
　第２表面１７ｓの長さは、基部１５の外周面の周方向に存在する複数の第２表面１７ｓ
の長さの平均値とし、第１表面１６ｓの長さも、基部１５の外周面の周方向に存在する複
数の第１表面１６ｓの長さの平均値とする。
【００２２】
　また、髪の梳き性の向上と突起が頭皮に当る感触とを両立させる観点から、ブラシ面１
３から第２表面１７ｓの上端までの高さｔ７は、多材料突起１４，１９の高さｔの、好ま
しくは１５％以上、より好ましくは２０％以上であり、また好ましくは７０％以下、より
好ましくは５０％以下であり、また好ましくは１５％以上７０％以下、より好ましくは２
０％以上５０％以下である。
【００２３】
　また、本実施形態の頭皮用ブラシ１０においては、硬質部１７と軟質部１６との界面及
び硬質部１７と上方軟質部１８との界面が、それぞれ、溶融状態のエラストマーを、非溶
融状態の合成樹脂に接触した状態で固化させることによって接合している。
　硬質部１７と軟質部１６との間の接合面積を増加させて、突起の表面から軟質部１６が
剥がれるのを防止する観点から、多材料突起１４，１９の基部１５の横断面〔図５（ｂ）
参照〕において、該基部１５の周長より硬質部１７の周長が長いことが好ましい。基部１
５の周長は、第１表面１６ｓと第２表面１７ｓとを区別することなく測定した基部１５の
外周面の周長であり、硬質部１７の周長は、図５（ｃ）に示すように、硬質部１７の表面
に沿って測定した硬質部１７の周囲の長さである。基部１５の周長及び硬質部１７の周長
が、基部１５の高さ方向で変化する場合、基部１５の周長及び硬質部１７の周長は、基部
１５の高さを２等分する基部１５の高さ方向における中間位置において測定する。
【００２４】
　また、本実施形態の頭皮用ブラシ１０においては、図５（ｂ）に示すように、多材料突
起１４，１９の基部１５は、それぞれの横断面内に単一の硬質部１７を有し、該基部１５
の外周面に存在する第２表面１７ｓの総てが、その単一の硬質部１７の一部からなる。な
お、ここでいう単一の硬質部とは、十字状の横断面形状において硬質部が一体で構成され
ていることをいい、例えば、中央軸部１７ａ及び第２表面１７ｓを有する４つの延出部１
７ｂが一体で構成されていることをいう。斯かる構成を有することにより、硬質部１７の
耐久性が向上する。また硬質部１７を射出成形する場合や、射出成形した硬質部１７を内
部に配置したキャビティ内にエラストマーを射出して多材料突起１４，１９を成形する場
合に、硬質部１７に撓み等の変形が生じることを防止することもできる。
【００２５】
　また、本実施形態の頭皮用ブラシ１０においては、図７（ａ）に示すように、多材料突
起１４，１９の基部１５における硬質部１７は、複数本の対称軸、より具体的には基部１
５の中央部で互いに交差する４本の対称軸Ａ１～Ａ４に関して線対称の形状を有している
。このように、硬質部１７は、基部１５の中心部を含む領域に存在していることが好まし
い。
　硬質部１７が複数本（２本以上）の対称軸に関して線対称の形状、より好ましくは３本
以上の対称軸に関して線対称の形状を有することにより、多材料突起１４，１９の撓みが
、どの方向でも同様となる。即ち、ブラシ使用に、ブラシをどの方向に動かしても撓みが
同様となる。これにより、頭皮に与える感触は良好であるとともに、髪の梳き性に優れる
。
【００２６】
　図７（ｂ）～図７（ｆ）は、硬質部が２本以上の対称軸に関して線対称の形状を有する
他の例を示す図であり、それぞれ、基部１５の横断面図である。
　図７（ｂ）及び図７（ｃ）に示す基部１５は、硬質部１７が、２本の対称軸Ａ１，Ａ２
に関して線対称の形状を有し、図７（ｄ）に示す基部１５は、硬質部１７が３本の対称軸
Ａ１～Ａ３に関して線対称の形状を有し、図７（ｅ）に示す基部１５は、硬質部１７が、
４本の対称軸Ａ１～Ａ４に関して線対称の形状を有し、図７（ｆ）に示す基部１５は、硬
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質部１７が、５本の対称軸Ａ１～Ａ５に関して線対称の形状を有している。
　なお、硬質部１７が線対称となる対称軸の本数の上限は、特にないが、軟質部１６が小
さくなり、その上方に位置する上方軟質部１８との接合強度の観点からは、６本以下が好
ましく、より好ましくは５本以下であり、硬質部１７が線対称となる対称軸の本数は、好
ましくは２本以上６本以下であり、より好ましくは３本以上５本以下である。
【００２７】
　また、本実施形態の頭皮用ブラシ１０においては、突起１４，１９が、該ブラシ面１３
に描いた複数の平行な仮想の直線（本実施形態では楕円形状のブラシ面１３の短軸方向Ｘ
と平行な方向に延びる互いに平行な６本の線Ｌｘ、図２参照）によって分割された複数の
突起列Ｒ１～Ｒ５を形成するように配置されている。
　この配置によって、頭皮用ブラシ１０の髪の梳き性が向上する。また、突起１４，１９
に髪が絡みつきにくくなり、また抜けた毛髪が突起に付着したりからみ付いたりしても、
突起列に沿って指をスライドさせたり、シャワーの流水を流すことにより、容易に除去す
ることも可能となる。
【００２８】
　本実施形態の頭皮用ブラシ１０における複数の多材料突起（突起１４，１９）は、図２
に示すように、ブラシ面１３に、該突起が一方向に沿って所定間隔で直列した突起列Ｒ１
～Ｒ５を、該一方向と直交する直交方向に複数列形成している。そして、その複数の多材
料突起（突起１４，１９）のそれぞれは、基部１５の外周面における前記一方向に沿う部
位に、硬質部１７が露出した第２表面１７ｓを有している。本実施形態の頭皮用ブラシ１
０において、突起列Ｒ１～Ｒ５が延びる前記一方向は、ブラシ面１３の幅方向Ｘであり、
前記一方向に直交する前記直交方向は、ブラシ面１３の長手方向Ｙである。本実施形態の
頭皮用ブラシ１０によれば、例えば、頭皮用ブラシ１０を、ブラシ面１３の幅方向Ｘに動
かして頭皮をマッサージする際に、多材料突起（突起１４，１９）の基部１５における、
該幅方向Ｘに沿う部分に存する第２表面１７ｓが髪に接触するため、髪の梳き性が向上す
る。
【００２９】
　更に、本実施形態の頭皮用ブラシ１０においては、図２に示すように、複数の多材料突
起（突起１４，１９）が所定間隔で直列した突起列を、前記一方向及び前記直交方向の両
方向に有しており、複数の多材料突起（突起１４，１９）のそれぞれは、基部１５の外周
における、前記一方向に沿う部位及び前記直交方向に沿う部位のそれぞれに、硬質部１７
が露出した第２表面１７ｓを有している。斯かる構成により、頭皮用ブラシ１０をどのよ
うに動かして使用しても、多材料突起（突起１４，１９）の基部１５における、第２表面
１７ｓが髪に接触するため、髪の梳き性に一層優れたものとなる。
　多材料突起（突起１４，１９）は、個々の突起に着目したとき、前記一方向及び前記直
交方向の一方又は両方において、個々の突起を挟む両側それぞれに、第２表面１７ｓから
なる部分を有することが、梳き性の向上の観点から好ましい。また、髪の梳き性の向上の
観点から、図２及び図４に示すように、突起列Ｒ１～Ｒ５が延びる前記一方向は、第１突
起１４の長軸方向Ｘ’に一致し、該一方向に直交する直交方向が、第１突起１４の短軸方
向Ｙ’に一致することが好ましい。
【００３０】
　また、本実施形態の頭皮用ブラシ１０における基台１２は、図３にも示すように、底面
が楕円形状の装着開口２７ａとして開口し、上面が滑らかな凸曲面となった基台本体２７
と、この基台本体２７の装着開口２７ａを閉塞するように嵌め込み固定される基板２８と
、基台本体２７と基板２８との間に底盤部２９ａが挟み込まれた状態に固定されるエラス
トマー成形体２９の一部からなる。
　基板２８は、図８に示すように、その厚み内における個々の多材料突起１４，１９の配
置位置に対応する位置に、基部１５の硬質部１７の横断面形状と同形状の硬質部支持部１
７ｅを備えており、硬質部支持部１７ｅは、その周囲１７ｆにおいて基板２８の他の部位
と連続している。即ち、硬質部１７は、硬質部１７と同形状の硬質部支持部１７ｅを介し
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て基板２８と一体をなしており、複数の多材料突起１４，１９の基部１５の硬質部１７ど
うしも基板２８を介して互いに連続している。基台本体２７は、例えばポリエチレン、ポ
リプロピレン等からなるプラスチック製の成形品である。また本実施形態における、基台
本体１７は、例えば長軸の長さが８０～１００ｍｍ程度、短軸の長さが７０～９０ｍｍ程
度の大きさの平面視楕円形状に形成されている。
　基台本体２７には、その内側に、エラストマー成形体２９の底盤部２９ａを装着するた
めの装着部２７ｂが設けられており、装着部２７ｂに、エラストマー成形体２９の底盤部
２９ａが配された状態で、装着開口２７ａに、基板２８が固定されている。エラストマー
成形体２９の底盤部２９ａは、基板２８と、基台本体２７の内側天面部から垂下する支持
棒２７ｄや装着部２７ｂの周縁段差部２７ｅとの間に挟み込まれている。
【００３１】
　前記基板２８は、基台本体２７の装着開口２７ａの開口形状に略一致する平面視楕円形
状を有しており、その突状に形成された周端面２８ａを、装着開口２７ａの開口縁部に沿
って基台本体２７の内周面に設けられた係止凹溝２７ｃに係合させることにより、基台本
体２７に固定されている。基板２８には、図８に示すように、個々の多材料突起１４，１
９の配置位置に対応させて、基部１５の個々の軟質部１６と横断面形状が同一の貫通孔２
８ｅが形成されており、それらの貫通孔２８ｅを介して、基部１５の軟質部１６を構成す
るエラストマーと、エラストマー成形体２９の底盤部２９ａを構成するエラストマーとが
連続している。基部１５の軟質部１６を構成するエラストマーと、基板２８に沿って配さ
れた板状の底盤部２９ａを構成するエラストマーとが連続していることで、多材料突起１
４，１９の基部１５の耐久性が向上する。基板２８は、髪の梳き性の観点から、硬質材で
構成することが好ましい。
【００３２】
　ここで、基部１５の軟質部１６、上方軟質部１８，２０、及びエラストマー成形体２９
を形成するエラストマーは、ゴム状弾性を示す高分子成形体であり、エラストマーを構成
するエラストマー樹脂としては、天然ゴム（ＮＲ）、ジエン系ゴム、非ジエン系ゴム、熱
可塑性エラストマー等を用いることができる。これらの中でも、熱可塑性エラストマーを
用いることが、射出成形による成型加工が可能である等の観点から好ましい。
　ジエン系ゴムとしては、イソプレンゴム（ＩＲ）、ブタジエンゴム（ＢＲ）、スチレン
・ブタジエンゴム（ＳＢＲ）、クロロプレンゴム（ＣＲ）、ニトリルゴム（ＮＢＲ）等が
挙げられ、非ジエン系ゴムとしては、ブチルゴム（イソブチエン・イソプレンゴム（ＩＩ
Ｒ））、エチレン・プロピレンゴム（ＥＰＭ）、エチレン・プロピレン・ジエンゴム（Ｅ
ＰＤＭ）、ウレタンゴム（Ｕ）、シリコーンゴム（Ｑ）等が挙げられる。
　熱可塑性エラストマーとしては、ＳＢＳ、ＳＩＳ、ＳＥＢＳ、ＳＥＰＳ等のスチレン系
エラストマー（ＴＰＳ）、オレフィン系エラストマー（ＴＰＯ）、エステル系エラストマ
ー（ＴＰＣ）、ウレタン系エラストマー（ＴＰＵ）、アミド系熱可塑性エラストマー（Ｔ
ＰＡ）、熱可塑性ゴム架橋（ＴＰＶ）等が挙げられる。
　これらのエラストマーは一種を単独で又は２種以上を組み合わせて用いることもできる
。
【００３３】
　また、基部１５の軟質部１６、上方軟質部１８，２０、及びエラストマー成形体２９を
形成するエラストマーを形成するためのエラストマーは、ＡＳＴＭ　Ｄ２２４０　０－１
００に準拠して測定された硬度（ショアＡ硬度）が、好ましくは３０以上であり、より好
ましくは４０以上であり、また、好ましくは８０以下であり、より好ましくは７０以下で
あり、より具体的には、好ましくは３０以上８０以下であり、より好ましくは４０以上７
０以下の素材を用いることが好ましい。
〔ショアＡ硬度の測定方法〕
　平らな面に置いた試料の平面に、両手で保持したゴム硬度計の加圧面を真上から一定速
度で垂直に押し付け、密着後、１秒以内の値を「硬さ」とする。試料の測定位置は試料の
端から１２ｍｍ以上内側、測定箇所の間隔は６ｍｍ以上とする。測定に使用する試料は、
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長さ及び幅をそれぞれ２５ｍｍ以上、厚みを６ｍｍ以上とし、試験環境は温度２３±２度
、湿度５０±５％とする。５ヶ所の中央値あるいは平均値を測定値に採用し、ゴム硬度計
（株式会社テクロック製，ＧＳ７０９Ｎ　形式Ａ）で５０を示した場合、ショアＡ硬度は
５０（「Ａ５０」）である。
【００３４】
　基部１５の軟質部１６及び上方軟質部１８，２０、及びエラストマー成形体２９を形成
するエラストマー、特に基部１５の軟質部１６及び上方軟質部１８，２０を形成するエラ
ストマーを形成するためのエラストマー樹脂としてこのような素材のものを用いることに
より、頭皮を傷つけず、かつ痛くない圧力で、多材料突起１４，１９を頭皮に押し付ける
ことができる。従って、適度な刺激を与えることが可能となり、優れたマッサージ効果が
得られると共に、必要に応じて頭皮や毛髪に塗布した洗浄剤等の作用と相俟って、皮脂の
除去や毛穴の洗浄を効率良く行うことが可能になる。なお、頭皮用ブラシ１０をシャンプ
ーや育毛剤と共に使用する場合には、基部１５の軟質部１６及び上方軟質部１８，２０、
及びエラストマー成形体２９は、これらに対する耐薬品性に優れているオレフィン系エラ
ストマーやスチレン系エラストマーを用いて形成することが好ましい。具体的なエラスト
マー成形体としては、アロン化成株式会社のスチレン系エラストマーである商品名エラス
トマーＡＲ（前記硬度５５～６０）等を挙げることができる。
【００３５】
　他方、基部１５の硬質部１７、及び基台１２の基板２８を形成する合成樹脂は、基部１
５の軟質部１６及び上方軟質部１８，２０を形成するエラストマーより硬い成形体となる
ものを用いる。基部１５の硬質部１７、及び基台１２の基板２８を形成する合成樹脂は、
ＡＳＴＭ　Ｄ２２４０　０－１００（ショアＡ硬度）に準拠して測定された数値）が８０
以上であることが好ましく、９０以上であることがより好ましい。硬さに上限はないが、
例えば、ショアＤ硬度（株式会社テクロック製のゴム硬度計（ＧＳ７０２Ｎ　形式Ｄ）を
用いて、ＡＳＴＭ　Ｄ２２４０　０－１００（ショアＤ硬度）に準拠して測定された数値
）が、１００以下であることが好ましく、８０以下であることがより好ましい。
〔ショアＤ硬度の測定方法〕
　ショアＤ硬度は、株式会社テクロック製のゴム硬度計（ＧＳ７０２Ｎ　形式Ｄ）を用い
て測定する。ショアＡ硬度の測定方法と同じ方法で測定し、ゴム硬度計（ＧＳ７０９Ｎ　
形式Ｄ）で５０を示した場合、ショアＤ硬度は５０（「Ｄ５０」）である。
【００３６】
　本実施形態の頭皮用ブラシ１０の好ましい製造方法においては、まず、基板２８と、硬
質部支持部を介して基板２８と一体化された基部１５の軟質部１６とを備えた硬質成形体
を、射出成形、プレス成形、３Ｄプリンター等により製造する。次いで、この硬質成形体
を、キャビティ内に配置した後、該キャビティ内に、溶融したエラストマー樹脂を充填し
て、基部１５の軟質部１６及び上方軟質部１８，２０及びエラストマー成形体２９を製造
するとともに、硬質成形体と接合を行う。このようにして得られた複合成形体を、基台本
体２７の装着開口部２７ａに嵌め込み固定することで、目的とする頭皮用ブラシ１０が得
られる。
【００３７】
　次に、第２実施形態の頭皮用ブラシについて説明する。第２実施形態の頭皮用ブラシに
ついては、第１実施形態と異なる点について説明し、同様の点について説明を省略する。
　第２実施形態の頭皮用ブラシは、ブラシ面１３に、前述した第２突起１９に代えて、図
９に示す第３突起２１が突設されている。第３突起２１は、図９に示すように、第１突起
１４の基部１５と同様の構成を有する基部１５Ｂと、該基部１５Ｂより先端側を構成する
、エラストマーからなる上方軟質部２２とを備えている。第１実施形態における第１突起
１４の基部１５に基台１２の構成に関して上述した説明は、第３実施形態の第３突起２１
の基部１５Ｂや基台の構成にも同様に適用される。
　第３突起２１における、上方軟質部２２は、基部１５の軟質部１６と同様のエラストマ
ーからなり、先端部２２ａが半球状の凸曲面状とされた円錐状の形状を有している。第３
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突起２１は、凸曲面状の先端部２２ａの直径Ｒｂが、例えば、突起２１の根元部における
直径の５０％超１００％以下であり、好ましくは６０％以上１００％以下である。
【００３８】
　なお、本発明は上記実施形態に限定されることなく種々の変更が可能である。
　例えば、第１実施形態の頭皮用ブラシは、ブラシ面に、第１突起１４及び第２突起１９
を有するものであったが、これに代えて、ブラシ面に、第１突起１４のみ又は第２突起１
９のみが形成されていても良く、第３突起２２のみが形成されていても良い。また、第１
突起１４や第２突起１９の配置は多様に変形可能であり、例えば、ブラシ面１３に、その
長軸方向Ｙに直列した複数の第１突起１４からなる列が１本のみ形成されていても良いし
、ブラシ面１３に、短軸方向Ｘに直列した複数の第１突起１４からなる列が、１本のみ形
成されていても良い。また、ブラシ面１３の全域に亘って、第１突起１４と第２突起１９
とが千鳥状に配置されていても良い。また、第２実施形態の頭皮用ブラシにおいて、第２
突起１９の総てを第３突起２１とするのに代えて、１又は２本以上の第２突起１９の列Ｒ
１９を構成する第２突起１９のうちの一部のみ、例えば該列Ｒ１９の中央に位置する１～
３個の第２突起１９のみを第３突起２１とすることもできる。
【００３９】
　また、ブラシ面に突設する複数の突起のうちの一部の突起のみを、第１突起～第３突起
のような突起、即ち、エラストマーからなる軟質部及び該軟質部を構成するエラストマー
より硬い合成樹脂からなる硬質部を備えた基部と、該基部より先端側を構成する、エラス
トマーからなる上方軟質部とを備えた突起とすることもできる。ただし、ブラシ面に突設
する複数の突起のうちの５０％以上（上限は１００％）の突起が、斯かる突起、即ち軟質
部及び硬質部を備えた基部及び該基部より先端側を構成する上方軟質部を備えた突起であ
ることが好ましい。
【００４０】
　また、第１～第３突起の横断面形状は、円形や楕円形に代えて、四角、五角形、菱形等
の多角形状等とすることもできる。また、本発明の頭皮用ブラシは、基台１２から突出す
る把持部１１を有しないものであっても良いし、環状の挿入部に手を挿入して手に装着可
能なもの等であっても良い。
【００４１】
　また、上述した一の実施形態における説明省略部分及び一の実施形態のみが有する要件
は、それぞれ他の実施形態に適宜適用することができ、また、各実施形態における要件は
、適宜、実施形態間で相互に置換可能である。
　本発明の頭皮用ブラシは、ヒトの頭部に使用するものであるが、ペットや家畜等の頭部
のケアに用いることもできる。
【符号の説明】
【００４２】
１０　頭皮用ブラシ
１１　把持部
１２　基台
１３　ブラシ面
１４　第１突起
１９　第２突起
２１　第３突起
　１５，１５Ａ，１５Ｂ　　基部
　１６　軟質部
　１６ｓ　第１表面
　１７　硬質部
　１７ｓ　第２表面
　１８，２０，２２　上方軟質部
　　１８ａ　中間偏平部
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　　１８ｃ　先端突起
　Ａ１～Ａ５　対称軸
Ｒ１～Ｒ５　　突起列
Ｒ１４　　第１突起列
Ｒ１９　　第２突起列
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【図３】



(12) JP 6564687 B2 2019.8.21

【図４】 【図５】

【図６】 【図７】

【図８】



(13) JP 6564687 B2 2019.8.21

【図９】



(14) JP 6564687 B2 2019.8.21

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  渡辺　敏男
            東京都墨田区文花２－１－３　花王株式会社研究所内

    審査官  遠藤　邦喜

(56)参考文献  特開２０１０－０３５８０７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－０００４６６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１３－０４８７８１（ＪＰ，Ａ）　　　
              欧州特許出願公開第００１２０２９９（ＥＰ，Ａ１）　　
              特開２０１２－０５５７１４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１３－０４８７５６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－２４０７６８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１１－０４５７０６（ＪＰ，Ａ）　　　
              実開昭５６－１６２０３４（ＪＰ，Ｕ）　　　
              米国特許出願公開第２０１５／０１４１８８４（ＵＳ，Ａ１）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ４５Ｄ　　１９／００　　　　
              Ａ４６Ｂ　　　９／０２　　　　
              Ａ６１Ｈ　　　７／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

